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研究質問

1. 日米の外国語の授業ではどのように文化を取

り入れているのか。

2. 文化は日米の学生が外国語を学ぶためのモチ

ベーションにどのように影響しているのか。

ABC あ
い
う



研究の重要性

● 私達は幼い時から日本のアニメ、漫画、音楽等に興味

があり、それが日本語を学習するきっかけになった。

● 外国語の勉強をすることに対して文字や文法だけでは

なく文化も勉強すれば、動機も上がり自分の目的を遂げ

ることに繋がる。

● 日米の外国語の授業では、どのように文化が学ばれ学

生の動機付けになっているかを調査したいと思った。



研究背景

1. 外国語教育の 推移(アメリカ)

2. 外国語教育の 推移(日本)

3. これからの日本の英語教育の計画 

4. モチベーションの理論と外国語学習

5. 外国語学習のモチベーションとしての文化 



外国語教育の推移：アメリカ（１）

オーディオ・リンガル
（ドリルと反復練習）：

● フレーズを暗記して状況に置き
換え反復練習をする

コミュニケーション能力：
● ACTFLガイドライン (1986年)
● 実社会でコミュニケーションできること

ワールド・レディネス・
スタンダード:

● 文化を通して言語を教え、実社
会で使える言語と世界で活躍で
きる人材を目指す　(2015年)  

(Larsen-Freeman, 2016 & ACTFL, 2012)

文法翻訳:
● 文の構成や、単語の知識に

焦点をあて、翻訳ができる
かを重視



外国語教育の推移：アメリカ（２）

● 改正(1986年, 1999年, 2001年, 
2012年)

● 話す、書く、読む、聞くの４技能

にわけられている　

● それぞれの文化に沿ってのコ

ミュニケーションが重視される

● 初級、中級、上級、超級、卓越

級にわかれている。

(ACTFL, 2012)

\ACTFL 言語運用能力基準 \ 



外国語教育の推移：アメリカ　（３）

● \コミュニケーション\ 英語以外の言語でコミュニケーションする

● \文化\ 学んでいる言語の文化の知識と理解を得る

● \繋がり\他の分野とつながりと、情報を入手すること

● \比較\ 学んでいる言語と文化を理解すること

● \　コミュニティ　 国内外の多言語のコミュニティに参加する

5 C

(National Standards in Foreign Language Education Project, 2012)



外国語教育の推移：アメリカ（４）

● プロダクト
○ 有形と無形  
○ 文化の信念と価値をサポートす

る項目

●  プラクティス
○ 「いつ、どこで行うべきか」
○ 社会にふさわしい行動や相互

作用

●  パースペクティブ
○ 世界、意味、価値観、態度、ア

イデアに対する文化の視点を
表す 

文化の3 P

5Cによれば、文化はこれらのアス
ペクトによって教えられる

(Cutshall, 2012)



外国語教育の推移：アメリカ（５）

「コミュニケーションの3モード」

● インターパーソナル (聞く、読む、見る)
○ 直接的な口頭のコミュニケーション

● インタープリティブ(話す、書く、聞く、読む）
○ コミュニケーション:口頭か文章
○ クリエーターなしの映像や記録によって

機能する 
● プレセンテーション (話す、書く、見せる)

○ 聞き手のための口頭か文章によるコミュ
ニケーション 

ACTFL: 二十一世紀における外国語学習に対する国家基準\

(National Standards in Foreign Language Education Project, 2012)



外国語教育の推移：アメリカ（６）

● それぞれの状況に於いて
その文化にそくしてコミュ
ニケーションができる能力

● グローバルに対応できる
能力

  

 (Perugini, 2015)

ワールド・レディネス・スタンダード



外国語教育の推移：アメリカ（７）

勉強している外国語で学ぶ:
● 学生と教師は話す、聞く、読

む、書く、見る、作るなど教室で
勉強している外国語を９割使う

コミュニケーション活動を通しての授

業:
● 教師は ペア、小グループ、授

業の内容のために対人コミュニ
ケーションの活動を計画する 

コンセプトとして文法を教え、文脈の中
で使う:
● 学生が文法の形より意味と使い方

のに焦点を当てる。コンセプトとし
て文法を教え、文脈の中で使う

生教材を使う:
● 生教材を使った授業

 バックワードデザインを使って授業案
を作成する:
● 教師は望ましい結果を見極め、そ

の目的に沿った授業内容を計画
する

適切なフィードバックの与えかた:
● 学習者がより良く学ぶための

フィードバックの仕方

コアプラクティス

(Swanson, 2015)



外国語教育の推移：日本

• 小学校(Grade 5)
•  週に一回の英語の授業

• 中学校と高校
• 週に4回英語の授業

• 問題
• 暗記を強調する
• 十分な英語の能力のない教師
• 生徒達が６年間英語の授業を強いられるためモチベーショ

ンが低下
• 教科書から英語を教えている
• 入学試験を合格するために基本のリーディングとライティン

グの技能が必要

(Løfsgaard, 2015)

(Clark, 2009)



これからの日本の英語教育の計画

• 小学校三年生:
• アクティビティを通して英語を教える
• 担任の教師は週に一回あるいは二回英語の授業を教え

る
• 小学校五年生と六年生: 

• 資格のある担任の教師は週に三回英語の授業を教える 
• 中学生: 

• 英語の授業を英語で教える
• 身近な話題を理解するために、簡単な情報や考え方を

共有することを目標とする

２０２０年リフォーム

(ICEF Monitor, 2015)

(Masaaki, 2013)



これからの日本の英語教育の計画（続き） 

• 大学入試：
• 年に一度のチャンスしかなかったセンター入試から、年

に数回の定期試験の成績の導入
• 色々な試験の種類が増えることで、特に考える力と個人

の長所を示すことができる
• 大学入試においてTOEFLのスコアが必須になる

• 課題:
グローバル社会で必要な柔軟な考え方に対応できる能力を
どのように授業にとりいれるか

２０２０年リフォーム

(ICEF Monitor, 2015)



モチベーションの理論と外国語学習

• モチベーションとは

• モチベーションとは人間性への原動力としてある行動へと駆り

立て、目標へ向かわせるような内的過程。

• 行動の原因となる生活体内部の動因と、その目標となる外部の

誘因がもととなるもので外国語を学ぶにはとても大事

• 継続的かつ効率的に外国語を学ぶために重要  

モチベーションの種類

● 道具的動機づけ（Instrumental)

● 総合的動機づけ (Integrated) 

● 内因的 (Intrinsic)

● 外因的 (Extrinsic)

 

(Liu,2013)

(Mahadi, 2012)



モチベーションの理論と外国語学習（続き）

.道具的動機づけ.

● 実用的な理由

■ 卒業要件を満たす

■ より良い仕事や高収

入を得る

..総合的動機づけ..

● ネイティブスピーカーを理解したい

○ ターゲット文化に興味がある

○ 外国語を学ぶことに成功しや

すい

(Mahadi, 2012)

..内因的動機づけ..

• 活動が楽しいので自発

的に行う

.外因的動機づけ..

• ゴールや報酬を達成す

るための活動を行う

• 試験に合格したい



外国語学習のモチベーションとしての

文化(1)
 • スムーズにコミュニケーションできることの意味:

• 色々な国籍や文化を持つ人々と外国語で話をしたり、理解した

いと思う気持ち

• 色々な国籍や文化を持つ人々の考え方を理解する。また、自分

の意見や考え方等について説明する。

• "...文化は外国語を学ぶに当たって必要な側面"

• 語彙や表現の意味は文化的な側面から影響されることもあ

る。
(Awad 2014)

(Ogura, 2014)



外国語学習のモチベーションとしての
文化 (２)

• Awadが行ったアンケートによると、アメリカ人の大学生が学習を続ける

ために、文化を学ぶことはいい動機づけになる

• 外国語を勉強したい理由

• 学生は学習を通しその国の文化が好きになる

• 田中が行ったアンケートによると、日本人の大学生は授業で外国のドラ

マと映画を見るとモチベーションが高まった

• 学生は難しいが良いチャレンジだと思った

• 学生のモチベーションを維持するために文化的な教材を使うことが

大切

(Awad 2014)

(Tanaka, 2009)



外国語学習のモチベーションとしての
文化 (３)

(Japan Foundation, 2012)

アメリカにおける日本語教育の調査

● 2012年から日本の
文化に関連した話題
が増加している
○ 文化は学生が日

本語を学びたい
理由の一位と二
位



外国語学習のモチベーションとしての
文化 (４)

• ファンサブ：ファンによって作成されたアニメやドラマの非公式字幕

• ジョーク、歴史、食べ物、文脈等の説明と解説ノート    

(Lunning 2006)

字幕

ジョークの説明

“これは語呂合わせ
豆知識 = bean Knowledge,

ie, Trivial Knowledge 
豆の知識 = Knowledge of 
beans”



外国語学習のモチベーションとしての
文化 (２)

• マンガ：授業で学習の道具として使う
•  文法・構文・語彙 をマンガを通して教える

語彙: 
Ocha = tea
Desu = it is
構文:
Ocha desu = it is tea

(Lunning 2006)



研究方法
回答者計:　日米大学生５９名

○ 日本人大学生３０名
○ アメリカ人大学生２９名

● オンラインによるアンケート
● (Google Form)

○ 英語によるアンケート
○ 日本語によるアンケート

https://docs.google.com/a/csumb.edu/forms/d/17ZeF_oF61A75H25Y8162y5Q8DmhlHB-iKnlZijjW5LE/edit
https://docs.google.com/a/csumb.edu/forms/d/17ZeF_oF61A75H25Y8162y5Q8DmhlHB-iKnlZijjW5LE/edit
https://docs.google.com/a/csumb.edu/forms/d/1lo4XniQglbYU22PPBMmtHPRseVt74MN8x0CG620qvcQ/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/a/csumb.edu/forms/d/1lo4XniQglbYU22PPBMmtHPRseVt74MN8x0CG620qvcQ/edit?usp=sharing


研究結果１：

研究質問１

日米の、外国語の授業ではどのように
文化を取り入れているか



いつ外国語の勉強を始めましたか。

６０％の日本人は小学校で勉強を始め、４１％のアメリカ人は高校
で勉強を始めた。



外国語を学ぶ時にその外国語の文化を学ぶことは重要だと
思いますか。

日米の大学生は文化が外国語を学ぶ時に非常に重要だと思って
いるが、より多くのアメリカ人の学生が強くそう思っている。



学校で外国語をどのように教えるべきだと思いますか？学生
は「＿＿＿＿ことが出来るようになる」べきだと思う。

アメリカと日本の学生は「私の家族」や「買い物」などの日常的なト
ピックについて話し合うことができるべきだと思っている。



外国語の授業ではどのように文化を教えるべきだと思います
か。学生は「＿＿＿＿ことが出来るようになる」べきだと思う。

大学生の半数以上は文化のプロダクト、プラクティスとパースペク
ティブについて話せることが必要だと思っている。



高校の外国語の授業で、学んでいる外国語の文化はどれくら
い取り入れられていましたか。

アメリカの学生の約６５％が高校で文化のレッスンがあったと回答
したが、日本の学生の場合は約４３％にとどまった。



高校の外国語の授業で一番思い出に残っている文化につい
ての授業は何ですか。（三つ選んでください）

アメリカの学生は日本の学生よりも映画を見る以外に様々な文化
の活動を経験している。

映画

食べ物 休日の
行事

文化的な
活動

カラオケ



あなたが今まで取った外国語の授業にはどれくらい文化的
な内容がありましたか。

日本もアメリカも小学から大学に行くに従い文化的な内容が増えている
がどちの国も大学での授業に文化が深く入っている。全体的に見ると日
本の方が小学から大学まで、文化の導入の量が多い。



あなたはどのぐらいの割合で文化的な内容をそれぞれのレベルの
外国語の授業で教えた方がいいと思いますか。

両国の学生は初級から上級に進むに従い言語で文化を教えるべきだという
考えが強いです。国別に比べるとアメリカの８割の学生が文化をターゲットの
言語で教えるべきだと思っている



研究質問１の結果：まとめ

• 過半数の日本の学生は小学校から外国語を学んでいますがそ
の授業にはあまり文化に関しては導入されていない。

• アメリカでは小学校から外国語を始めた学生は２０％と少なく、
高校から学んだ学生が４０％と一番多い。その高校での授業に
は文化がある程度導入されている

• 日本では映画を使って文化を導入する傾向があるが、アメリカで
は料理、行事やお祭り等の文化的な活動等を授業にとりいれる
など様々の体験を通して文化を学ぶ。

• 両国の学生は初級から上級に進むに従い言語で文化を教える
べきだという考えが強い。

• アメリカの８割の学生が文化をターゲットの言語で教えるべきだ
と思っている



研究結果２：

研究質問２

日米の学生にとって、文化は外国語
を学ぶモチベーションとしてどのよう
な役割を果たしているか。



外国語を学ぶことにおいて、あなたは自分がどんなモチベー
ションを持っていると思いますか。

６割の日本の大学生は「ネイティブと話せるようになるため」に外国語を学ぶ。
アメリカの学生はそれ以外に「外国語と文化を学ぶため」に学んでいる

ネイティブと話せるようになるため

ネイティブと話せるように
なるため

外国語と文化を学ぶ
ため



学びたい言語の文化を学ぶことは、外国語の習得においてあなたの外
国語を学ぶ意欲にどの程度の影響を与えますか。

過半数の大学生は、文化を学ぶことが学習習慣にプラスの影響を
与えると思っている。



外国語を初めて勉強した時のあなたのモチベーションは何で
したか。

アメリカ人の大学生のモチベーションは「アニメ」だったが、日本人の大学生

は「音楽」と「必修科目」を選んだ。

音楽 必修科目

アニメ



現在の外国語を学ぶモチベーションは何ですか。

アメリカの大学生の現在のモチベーションは「仕事」で、日本の大学
生のモチベーションは「外国人の友達を作りたい」と「仕事」だった。

仕事

仕事

友達

友達 ドラマ



あなたが外国語を学びたいと思った最初の目的は、変わった
と思いますか。

アメリカ人の大学生も日本人の学生もモチベーションは変わったと
思っている。



「非常に」あるいは「ある程度」を選んだ方は、勉強の習慣はどの
ように変わりましたか。

約５割の日本の学生がもっと勉強するようになったと答えたのに対し、ア
メリカの学生はもっと勉強するようになったは３１％にとどまっている。



今までの外国語の勉強の経験を、どのように評価しますか。

どちらの国の学生も肯定的な経験をしているが、日本とアメリカを比
べると９７％と日本の学生の方がいい経験をしている。



外国語のクラスで学んだトピックの中で、モチベーションを
高めるために役立ったものは何か。

アメリカの大学生は、「メディア」と「文化習慣」「家族・友達￥に関するトピック
がを非常に役立っていることと思っている



下のリストから、あなたが外国語のクラスで学んだトピック
の中で、モチベーションを高めるために役立ったものは何で
すか。

日本の学生は、「家族・友人」、「将来の職種」「非言語コミュニケーショ
ン」が非常に役立っていることと思っている。



外国語をより良く学ぶために、外国語の授業にどんな文化を取
り入れて欲しいと思いますか。

日本の場合はメディア、次に将来の職種があげられた。アメリカの場合は文
化的な習慣が一番高く、その次に社会的な問題、メディアと続いている。

メディア

文化的な習
慣

メディア 社会的
な問題



外国語のクラスで多くの文化を取り入れたら、より多くの学
生が外国語を勉強するようになると思いますか。

両国の学生の約９割の大学生は文化を取り入れるべきだど思って
いる。



研究質問２の結果：まとめ

• 日本の学生もアメリカの学生も外国語の授業では文化を
学ぶことにより学ぶ効果が上がる

• アメリカ人のモチベーションはアニメからキャリアに変わっ
た。

• 日本人のモチベーションは、「必修科目なので勉強した」
から、外国語の学習を通して「音楽」や「友達」にもっと関
心を持つようになった。

• 日本の学生はメディアとキャリア、アメリカの学生は文化
の慣習に関するトピックが学習の動機づけになる

• 日本の場合はメディア、次に将来の職種があげられた。
アメリカの場合は文化的な習慣が一番高く、その次に社
会的な問題、メディアと続いている。



結論

• 両国の大学生は外国語を学ぶ上で、文化がとても大切だ
としている。
• 日米の学生共に学習が進むにつれ学習目的が変わ

る
• 日本の学生は、必須科目だから勉強したいた

が、次第に友達を作りたい、アメリカの学生は
キャリアに繋げたいと学習の目的が具体的にな
る。

• 両国の学生は言語的な知識よりメディア等を通して
友達との会話や仕事で使える言語能力がつくことを
のぞんでいる。そのためには生教材を通して体験型
文化の学習が望まれる。



研究における限界点

• 参加者の人数が少なく、過半数の回答者が外国語
専攻の学生や留学生だったので結果を一般化するこ
とは難しい。

将来の研究課題

• 外国語を専攻しておらず、留学をしたことのない学
生の調査。

• 日本の2020年の英語教育リフォームの後に、人々
の意見がどのように変わったかを調査。
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